
 

 

 

  

 
 

 
 

 

 

海のごみの７～８割を占める容器包装用プラス 

チックなどを原因とするマイクロプラスチック 

は、海洋生態系に大きな影響を与えています。 

EU をはじめとする各国の対策に比べて、 

立ち遅れている日本の課題。 

そして循環型社会形成推進基本法に基づいて 

いない容器包装リサイクル法の問題点から、 

海のプラスチックごみの解決に向け提言します。             

  

 

 

 

 

 

 

講師 中井 八千代 氏 

容器包装の３R を進める全国ネットワーク運営委員

長、中央環境審議会循環型社会部会 容器包装の３Ｒ

に関する小委員会委員、環境カウンセラー、廃棄物

資源循環学会評議員・編集委員  

日 時：11月 22日(金) 14 時 30分～16 時 

開 場：14時 10分（入場無料、先着 200 名様） 

会 場：新所沢公民館 ホール  

＜駐車場が狭いため、公共交通機関をご利用ください＞ 

主  催：ところざわ倶楽部 

問合せ先：ところざわ倶楽部 森野（04-2939-9756） 

環 境 講 演 会 

写真提供： 荒川クリーンエイドフォーラム 

 

海洋プラスチック問題が 
私たちに及ぼす影響 


